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最
近
、
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

意
味
合
い
は
単
な
る
競
技
力
向
上
策
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
域
外
か
ら

の
人
的
交
流
の
創
出
力
を
生
か
し
、
地
域
の

交
流
人
口
拡
大
や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
戦

略
的
な
政
策
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
う
し
た
中
で
、
全
国
的
に
プ
ロ
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
の
本
拠
地
を
核
に
、
商
業
施
設
な

ど
を
兼
ね
備
え
た
施
設
を
核
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
通
販
大
手
の

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
が
長
崎
市
で
整
備

し
た
「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
」
は
、
プ

ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
「
V
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長

崎
」
の
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
と
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
「
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
」

の
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
を
中
心
に
ホ
テ
ル
や
オ

フ
ィ
ス
、
商
業
施
設
を
備
え
る
。
ま
た
北
海

道
北
広
島
市
に
あ
る
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
は
プ
ロ
野
球
球
団
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
本
拠
地
と
す
る

「
E
S  

C
O
N
F
I
E
L
D  

H
O
K
K
A
I
D
O
」

を
軸
に
し
て
ホ
テ
ル
や
エ
ン
タ
メ
機
能
を
併

せ
持
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　開
業
1
年
で
延
べ
4
8
5
万
人
が
来
場
す

る
な
ど
、
順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
る

こ
こ
は
、通
販
大
手
の
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ
が
民
設
民
営
で
長
崎
市
に
整
備
し
た
複
合

型
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
を
中
心
に
ア
リ
ー
ナ
や
商
業
施
設
、

ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
が
一
体
整
備
さ
れ

て
お
り
、
J
リ
ー
グ
の
「
V
・
フ
ァ
ー
レ
ン

長
崎
」、
B
リ
ー
グ
の
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
本

拠
地
と
し
て
試
合
開
催
時
の
集
客
効
果
を
高

め
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
的
な
賑
わ
い
を

創
出
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
と
消
費
の
拡
大

を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
「
観
る
」

だ
け
に
と
ど
め
ず
、
滞
在
・
回
遊
・
雇
用
創

出
を
含
め
た
地
域
創
生
モ
デ
ル
と
し
て
も
注

目
を
集
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　2
0
2
6
年
2
月
に
総
務
省
が
発
表
し
た

25
年
の
家
計
調
査
報
告
で
は
、
25
年
の
長
崎

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
支
出
は
22
年
の
最
下

位
か
ら
全
国
3
位
と
な
っ
た
。
長
崎
ス
タ
ジ

ア
ム
シ
テ
ィ
の
開
業
を
機
に
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
消
費
を
も
た

ら
し
て
い
る
（
図
表
1
）
と
み
ら
れ
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
人
口
減
少
が
進
む
鹿
児
島
県
に
お
い
て

も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
の
重
要
度

は
増
し
て
い
る
（
図
表
2
）。
　
　
　
　
　

　
県
の
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
を
受

入
状
況
調
査
に
あ
る
と
県
外
か
ら
の
延
べ
宿

泊
者
数
は
24
年
度
は
1
5
万
7
9
4
0
人
泊

（
前
年
比
35
・
6
％
減
）
で
、
鹿
児
島
国
体

が
あ
っ
た
23
年
度
や
九
州
南
部
高
校
総
体
が

あ
っ
た
19
年
度
に
次
い
で
過
去
３
番
目
に

な
っ
た
（
図
表
3
）。
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
あ
っ
た
19
年
度
と
23
年
度
を
除
い
て
、

複
合
施
設
で
集
客
力
高
め
る

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャン
プ・合
宿
で

呼
び
込
む

〈
事
例
①
〉「
長
崎
ス
タ
ジ
ア
ム
シ
ティ
」

　本県に活動拠点を置くプロスポーツチームは、試合やイベントを通じて、交流人口の拡
大や県民のモチベーションアップに貢献している。また、県内施設を利用した社会人や学
生などのスポーツキャンプ・合宿も着実に推移し、滞在による経済効果も出ている。
　人口減少や高齢化が進む中、スポーツによる交流・滞在人口の拡大は地域活性化に
とってさらに重要になる。本リポートでは県内外のこれまでの取り組みを踏まえ、今後の展
望を分析する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スポーツで元気あふれるまちに
～ハードとソフトの整備を急げ～

全国最下位

全国 3 位

2 0 2 2 年

2 5 年

4 0 円

2 , 7 3 4 円

図表1 長崎市の1世帯が1年間でスポーツ観戦に使った金額の推移

図表2 人口推移

図表3 スポーツキャンプ・合宿受入状況
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こ
れ
ま
で
最
多
だ
っ
た
18
年
度
と
24
年
度
の

内
訳
を
比
較
す
る
と
、団
体
別
で
は
「
プ
ロ
」

や「
社
会
人
」が
増
加
、種
目
別
で
は「
野
球
」

や「
陸
上
競
技
」な
ど
が
増
加
し
た
。こ
れ
は
、

23
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
薩
摩
お
い
ど

ん
リ
ー
グ
」
や
温
暖
な
気
候
を
生
か
し
て
，

冬
季
に
奄
美
地
方
や
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
大
隅
で
の
合
宿
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
が
寄
与
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
県
で
は
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
や
す
い
よ
う
一
定
の
宿
泊
数
以
上
に
対

す
る
補
助
事
業
も
実
施
し
て
い
る
。
県
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
は
、「
県
外
の
方
々
が
大
会

等
を
通
じ
て
鹿
児
島
を
知
り
、
今
後
鹿
児
島

に
来
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
す
。
小
学
生
な
ど
の
大
規
模
大
会

に
は
、
大
会
参
加
者
に
加
え
、
保
護
者
も
同

行
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
さ
ら
な
る
交
流

人
口
の
増
加
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
に
4
カ
所
し
か
な
い
日
本
陸
連
の
強

化
施
設
。
空
調
設
備
な
ど
が
整
っ
て
お
り
、

年
間
を
通
じ
て
快
適
に
練
習
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
投
て
き
場
や
屋
内
に

1
5
0
メ
ー
ト
ル
の
直
線
ト
ラ
ッ
ク
を
有
す

る
な
ど
、
練
習
環
境
も
充
実
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
多
数
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
な
ど
も

練
習
に
訪
れ
て
お
り
、
年
々
利
用
者
数
が
増

加
し
て
い
る
。
近
隣
の
宿
泊
施
設
や
交
通
事

業
者
な
ど
を
中
心
と
し
て
連
絡
会
を
構
成
し

て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
起
点
に
地
域
の
経
済

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
今
年
1
月
に
は
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
「
大
福
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
と

命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
契
約
を
結

び
、
26
年
4
月
か
ら
愛
称
が
「
大
福
ジ
ャ
パ

ン
ア
ス
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
隅
」
と
な
る
。

　　
本
県
で
は
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
の
B
2
に
所
属
す
る
「
鹿
児
島
レ
ブ

ナ
イ
ズ
」
や
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
J
3

に
所
属
す
る
「
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

F
C
」
な
ど
複
数
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

が
本
拠
地
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
2
0
2
5

年
に
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の「
フ
ラ
ー

ゴ
ラ
ッ
ド
」
が
新
た
に
始
ま
っ
た
V
リ
ー
グ

で
初
代
王
者
に
輝
い
た
り
、
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
「
ブ
ル
ー
サ
ク
ヤ
」
が
新

リ
ー
グ
の
リ
ー
グ
H
で
初
代
王
者
に
輝
い
た

り
す
る
な
ど
、
県
内
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
の
活
躍
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
　
　
　

　鹿
児
島
に
お
い
て
存
在
感
を
高
め
て
い
る

の
が
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
鹿

児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
で
あ
る
。
23
年
に
代
表
取

締
役
社
長
C
O
O
に
就
任
し
た
有
川
久
志
氏

は
、
学
校
や
家
庭
、
職
場
で
話
題
に
の
ぼ
る

存
在
に
な
る
こ
と
が
観
戦
動
機
を
生
み
、
ス

ポ
ン
サ
ー
獲
得
に
も
波
及
す
る
と
の
考
え
か

ら
、
地
域
と
の
接
点
づ
く
り
を
強
化
し
て
い

る
。
例
え
ば
ス
ポ
ン
サ
ー
収
益
は
売
上
の
約

半
分
を
占
め
る
中
核
収
入
源
で
あ
る
。
そ
こ

で
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
の
メ
ニ
ュ
ー
改
定
や
営

業
手
法
の
見
直
し
も
行
い
、
ス
ポ
ン
サ
ー
数

は
就
任
当
初
の
約
1
0
0
社
か
ら
毎
年

1
0
0
社
ペ
ー
ス
で
増
加
し
、
現
在
は
約

4
0
0
社
規
模
に
拡
大
し
た
。
認
知
度
向
上

が
ス
ポ
ン
サ
ー
拡
大
を
呼
び
、
そ
れ
が
さ
ら

に
チ
ー
ム
の
発
信
力
を
高
め
る
好
循
環
が
生

〈
事
例
②
〉国
内
屈
指
の
施
設

活
躍
す
る
県
内
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

〈
事
例
②
〉鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
が

描
く「
ビ
ジ
ネ
ス
型
」成
長
モ
デ
ル

「ジャパンアスリートセンター大隅」室内練習場　写真提供：鹿児島県（上下とも）

「ジャパンアスリートセンター大隅」屋外練習場
鹿児島レブナイズ試合風景　写真提供：鹿児島レブナイズ(以下、事例②も同じ)

冠大会開催におけるＭＶＰ表彰

スポンサーボードの掲出

スポンサー特典の例
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本
県
で
は
新
体
育
館
（
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
建
設
や
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
整
備
検
討
な
ど
、
ハ
ー

ド
整
備
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
県
外
で

進
む
施
設
整
備
を
参
考
に
し
て
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
人
を
呼
び
込
み
、
ま
ち
の
魅
力
向

上
に
寄
与
す
る
施
設
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。そ
の
よ
う
な
中
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ・

合
宿
も
国
内
屈
指
の
設
備
を
生
か
し
て
さ
ら

に
誘
致
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
活
躍
や
お
い
ど
ん

リ
ー
グ
の
拡
大
は
、
コ
ア
な
フ
ァ
ン
層
か
ら

よ
り
多
く
の
県
民
へ
元
気
を
届
け
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
ち
、Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
工
夫
が
重
要
と
な
る
。
県
内
で
の
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
は
大
き
な
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
秘
め
る
が
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ
り
、
今
後
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で

整
備
が
急
が
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
早
渕
　
光
孝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　大
学
野
球
の
育
成
年
代
の
試
合
機
会
の
創

出
、
地
域
活
性
化
を
目
的
に
、
東
京
六
大
学

野
球
連
盟
を
は
じ
め
と
し
た
県
外
大
学
リ
ー

グ
の
野
球
部
と
、
地
元
大
学
・
高
校
と
の
交

流
試
合
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
15
年
夏
に
新
潟
県
で
地
域
活
性
化
に
つ
な

げ
た
い
と
い
う
声
か
ら
は
じ
ま
り
、
18
年
か

ら
静
岡
、
23
年
か
ら
茨
城
で
実
施
さ
れ
る
な

ど
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
参
加
チ
ー
ム
の

選
手
育
成
に
加
え
て
、
大
学
の
地
域
貢
献
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
参
加
校
と
開
催
地
双
方

の
「
人
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
に
寄
与

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ー
グ
の
経
済
波
及
効
果
は
約
10
億
1
千
万

円
に
上
っ
た
（
図
表
4
）。
来
場
者
は
延
べ

約
2
万
4
千
人
を
超
え
、
宿
泊
・
飲
食
・
物

販
と
い
っ
た
地
域
消
費
が
活
性
化
し
て
い
る

と
分
析
し
た
。
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
、
観
客
の

滞
在
は
地
域
の
宿
泊
需
要
を
刺
激
し
、
期
間

中
の
特
産
品
販
売
や
地
元
イ
ベ
ン
ト
の
活
性

化
に
も
寄
与
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
集
客
効

果
を
み
る
と
、
地
域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
総

合
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い

る
。
26
年
は
チ
ー
ム
数
や
試
合
数
も
増
加
し

て
い
る
た
め
、
昨
年
以
上
の
結
果
が
期
待
さ

れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
方
で
、
県
内
球
場
の
環
境
格
差
や
大
会

運
営
に
お
け
る
施
設
整
備
の
必
要
性
と
い
っ

た
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
を
活
用
し
た
球
場
整
備
支
援
の
検
討

が
今
後
の
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
挙
が
っ
て
お

り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
地
域
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　

　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も
鹿
児
島
で
注
目

を
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
が
あ
る
。
23
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
お
い
ど
ん
リ
ー
グ
だ
。

　
2
月
21
日
（
土
）
〜
3
月
8
日
（
日
）
に

か
け
て
県
内
外
の
大
学
や
社
会
人
の
野
球

チ
ー
ム
に
よ
る
交
流
戦
「
薩
摩
お
い
ど
ん

リ
ー
グ
2
0
2
6
」
が
開
催
さ
れ
た
。

お
い
ど
ん
リ
ー
グ
の
最
大
の
特
徴
は
、
域
外

か
ら
の
参
加
・
来
訪
を
促
進
す
る
点
に
あ
る
。

キ
ャ
ン
プ
明
け
の
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
観
客

の
声
援
な
ど
も
入
る
た
め
、
普
段
の
オ
ー
プ

ン
戦
以
上
に
緊
張
感
を
も
っ
て
試
合
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
と
選
手
や
関
係
者
か
ら
も
評

価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
選
手
が
一
堂
に
会
す

る
た
め
、
プ
ロ
野
球
ス
カ
ウ
ト
が
視
察
す
る

姿
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　

　
さ
ら
に
、
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ

る
、
発
展
も
期
待
さ
れ
る
。
本
県
に
は
キ
ャ

ン
プ
を
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
球
団
が
な
い
も

の
の
宮
崎
で
は
複
数
チ
ー
ム
が
実
施
し
て
い

る
。
キ
ャ
ン
プ
後
の
練
習
試
合
を
お
い
ど
ん

リ
ー
グ
で
開
催
で
き
れ
ば
、
観
光
客
が
鹿
児

島
に
も
足
を
運
ぶ
可
能
性
が
高
ま
る
。
い
わ

ば
、
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
超
え
た

観
光
誘
客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　

　
当
研
究
所
が
算
出
し
た
25
年
お
い
ど
ん

さ
に
「
地
域
経
済
力
」
が
競
技
力
の
土
台
に

な
る
設
計
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　今
後
の
成
長
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、高
額
ス
ポ
ン
サ
ー
の
不
足
で
あ
る
。サ
ッ

カ
ー
な
ど
他
競
技
と
比
較
す
る
と
大
型
協
賛

は
ま
だ
限
定
的
で
あ
り
、
裾
野
拡
大
と
同
時

に
、
特
典
設
計
の
高
度
化
や
企
業
価
値
向
上

へ
の
寄
与
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
は
単
な
る
娯
楽
に
と
ど
ま

ら
ず
、
雇
用
創
出
、
交
流
人
口
拡
大
、
広
告

効
果
な
ど
を
通
じ
て
地
域
経
済
に
波
及
す
る

産
業
で
あ
る
。
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
ひ
い
て

は
B
リ
ー
グ
の
取
り
組
み
は
、
競
技
成
績
と

地
域
経
済
を
分
断
せ
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
基
盤
を

強
化
す
る
こ
と
で
持
続
的
発
展
を
目
指
す
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
が
所
属
す
る
B
リ
ー

グ
は
今
後
、
リ
ー
グ
構
造
を
再
編
す
る
。
従

来
は
成
績
に
よ
る
昇
降
格
制
度
を
採
用
し
て

き
た
が
、
来
季
か
ら
は
「
売
上
高
」「
平
均

入
場
者
数
」「
ア
リ
ー
ナ
基
準
」
の
3
要
素

で
所
属
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
決
定
す
る
仕
組
み
へ

移
行
し
、
鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
は
第
2
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
あ
る
「
B
・
L
E
A
G
U
E 

O
N
E
」
へ
参
入
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　有
川
氏
は
こ
の
制
度
を
「
ほ
か
の
ス
ポ
ー

ツ
に
は
な
い
面
白
い
取
り
組
み
」
と
評
価
す

る
。
そ
の
理
由
は
、競
技
成
績
だ
け
で
な
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
基
盤
の
確
立
を
重
視
し
て
い
る
点

に
あ
る
。
安
定
し
た
売
上
と
集
客
力
が
あ
っ

て
こ
そ
、
選
手
が
安
心
し
て
プ
レ
ー
で
き
る

環
境
が
整
う
。
地
域
に
根
差
し
た
活
動
な
く

し
て
は
、
来
場
者
も
売
上
も
伸
び
な
い
。
ま

観
光
誘
客
戦
略
も
担
う

お
い
ど
ん
リ
ー
グ

今
後
の
展
望

〈
事
例
④
〉「
次
世
代
育
成
大
会

大
学
野
球
／
フ
レッ
シュ
リ
ー
グ
」

24,260
10.1
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2023 2024 2025
来場者数（左軸） 総合波及効果（右軸）

図表4 経済波及効果と来場者数の推移

フレッシュリーグ参加チームによる写真撮影
写真提供：フレッシュリーグ事務局（上下とも）

おいどんリーグ試合風景

会場のイベントの様子

Ｂ・ＬＥＡＧＵＥ ＯＮＥ 参入決定記者会見

試合風景
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公益財団法人九州経済調査協会
調査研究部 次長　

　
2
0
2
3
年
に
お
け
る
九
州
・
沖
縄
（
山

口
県
を
除
く
）
の
農
業
産
出
額
は
、
2
兆

1
0
5
億
円
で
、
全
国
の
21
・
0
％
を
占
め

て
い
る
（
図
表
1
）。
ブ
ロッ
ク
別
に
み
る
と
、

九
州
・
沖
縄
は
関
東
に
次
ぐ
第
2
位
と
なって

お
り
、
わ
が
国
の
「
食
料
基
地
」
と
し
て
の

役
割
を
担
って
い
る
。
部
門
別
に
み
る
と
、
宮

崎
・
鹿
児
島
両
県
の
畜
産
が
農
業
産
出
額
全

体
を
押
し
上
げ
て
い
る
（
図
表
2
）。

　
九
州
地
域
の
耕
地
面
積
は
一
貫
し
て
減
少

傾
向
に
あ
り
、
1
9
8
0
年
の
83
・
5
万

h
a
か
ら
2
0
2
3
年
に
は
58
・
6
万
h
a

と
約
30
％
減
少
し
て
い
る
（
図
表
3
）。
全
国

に
占
め
る
割
合
も
23
年
は
13
・
6
％
と
な
り
、

1
9
8
0
年
の
15
・
3
％
か
ら
1
・
7
％
㌽

減
少
し
た
。
農
業
経
営
体
に
つい
て
は
、
九
州

地
域
の
農
業
経
営
体
数
は
2
0
2
5
年
に
約

15
・
2
万
経
営
体
と
05
年
か
ら
56
・
8
％
減

少
し
て
い
る
（
図
表
4
）。
た
だ
し
、
全
国
に

占
め
る
割
合
は
18
・
4
％
、
法
人
の
割
合
は

4
・
5
％
と
上
昇
し
て
い
る
。
農
業
産
出
額

に
つい
て
は
、
1
9
9
0
年
の
2
・
3
兆
円
を

ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、
2
0
1
0
年
に
は

1
・
8
兆
円
ま
で
減
少
し
た
が
そ
の
後
上
昇

に
転
じ
、
23
年
に
2
・
1
兆
円
ま
で
回
復
し

た
（
図
表
5
）。

2000年、宮崎大学農学部卒業。06年、九州大学大学院博士課程修了。農学博士。専
門は森林政策。同年、九州経済調査協会入社。研究員、研究主査、主任研究員を経て、
21年から現職。26 年版九州経済白書総括責任者。調査では、林業・農業、自治体の
各種計画・ビジョン策定、福祉関連等に従事。著書・共著に「九州産業読本（改訂版）」
10年西日本新聞社など。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

能本 美穂 氏
のもと　　　　　　みほ

食
・
農
の
未
来

〜
食
の
安
定
供
給
に
向
け
た
農
業
の
基
盤
強
化
〜

九
州
地
域
に
お
け
る
農
業

生
産
の
現
状
と
将
来
見
通
し

食
料
供
給
基
地
と
し
て
の

役
割
を
担
う
九
州
地
域
の
農
業

3月5日に鹿児島市で開催された九州経済白書説明会
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図表１　ブロック別農業産出額の部門構成（2023年）図表２　県別農業産出額の部門別構成（2023年）

図表３　耕地面積の推移（九州地域）

図表4　農業経営体の推移（九州地域）

図表５　農業産出額の推移（九州地域）

資料）農林水産省「生産農業所得統計」

資料）農林水産省「作物統計」

資料）農林水産省「生産農業所得統計」 資料）農林水産省「生産農業所得統計」

注）2025年は速報値
資料）農林水産省「農林業センサス」

は
じ
め
に

　日
本
の
農
業
は
大
き
な
転
換
点
に
あ
る
。
人
口
減
少
と
高

齢
化
は
農
業
労
働
力
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
気
候
変
動
は
従

来
の
農
家
の
経
験
則
で
は
対
応
困
難
な
状
況
を
生
み
つ
つ
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
「
令
和
の
米
騒
動
」
は
、
主
食
の
安
定
供
給

を
揺
る
が
せ
る
と
と
も
に
、
地
政
学
リ
ス
ク
の
高
ま
り
も
相

ま
っ
て
、
食
の
安
定
供
給
に
対
す
る
消
費
者
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
わ
が
国
の
農
業
政
策
の
基
本
理

念
や
政
策
の
方
向
性
を
示
す
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
改
正
法
が
2
0
2
4
年
6
月
に
施
行
さ
れ
た
。
1
9
9
9

年
に
制
定
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
の
改
正
で
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

は
食
料
安
全
保
障
を
基
本
理
念
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ

と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
食
の
安
定
供
給
や
食
料
安
全
保
障

へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、
九
州
地
域
（
九
州
地
域
は
九
州

7
県
と
沖
縄
県
、
山
口
県
を
含
め
た
地
域
を
指
す
）
に
お
け

る
農
業
生
産
の
将
来
見
通
し
を
行
い
、
将
来
の
生
産
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
農
業
の
維
持
・

強
化
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄稿
【九州経済白書】
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